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A large slip area of the 1854 Ansei-Tokai earthquake estimated from

an observed tsunami waveform at San Francisco
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　南海トラフではフィリピン海プレートの沈み込みにより100〜150年間隔で巨大地震が繰り返し発生し、各

地に甚大な被害をもたらしてきた。先行研究では1854年安政東海地震の震源域のうち、東海地域以外の領域

が1944年東南海地震で再び大きくすべったとされていた。1854年安政東海地震以降160年以上東海地震は発

生しておらず、さらに1944年東南海地震からも70年が経過し、南海トラフでの次の巨大地震の発生が危惧さ

れている。南海トラフ巨大地震の長期予測において、1854年安政東海地震の震源域を決定することは重要で

ある。1944年東南海地震は地震学的データと津波記録によって震源過程が詳しく研究されているが、1854年

安政東海地震はそのような精度の良い機械データに欠けており古文書による記録しか残されていないため、十

分に研究されていない。一方で、1854年安政東海地震によって発生した津波がアメリカのサンフランシスコ

に到達し、サンフランシスコの検潮所で観測されているものの、このことについて言及した先行研究はな

い。そこで本研究では、観測された津波波形を用いて1854年安政東海地震の震源過程を分析した。そして

1854年安政東海地震の主なすべり領域は1944年東南海地震で再び破壊されたのか、もしそうでなければ二つ

の地震のすべり領域の違いは何なのかという疑問に答える。 

 

　津波は線形ブシネスク理論式を用いて数値計算し、計算格子間隔は1.5分とした。まず先行研究によって示

されている断層モデルのうち、古資料の海岸上下変動のデータを拘束条件として相模トラフ沿いの断層と南海

トラフのプレート境界深部の断層の位置と平均すべり量 (4m) を決定した。次にそのプレート境界浅部の平均

すべり量を推定するため、断層面積と平均すべり量を仮定しながら津波の数値計算を行いサンフランシスコに

おける津波波形を推定し、観測津波波形と比較した。その比較から、サンフランシスコの津波波形を良く再現

するためには、プレート境界浅部の平均すべり量が5〜7m必要であることがわかった。1944年東南海地震で

は平均すべり量が0〜1mと推定されているプレート境界浅部が1854年安政東海地震では大きく破壊されてい

た。この結果は、1854年安政東海地震で破壊されたプレート境界浅部は1944年東南海地震では破壊されてい

ないことを示した。1854年安政東海地震の震源過程は1944年東南海地震のそれとは異なると言えるだろ

う。つまり南海トラフでの巨大地震の発生パターンは今まで考えられていたものよりさらに複雑である可能性

がある。
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